
社会基盤は大きく二つの役割があります。一つ目は、多くの自然災害に
見舞われる日本においてダムや砂防堰堤、堤防や防波堤などの施設によっ
て国民の生命と財産を守ること。二つ目は、道路や鉄道、橋、トンネル、港
湾、空港などの施設と通信や電気、ガス、上下水道などのライフラインに
よって国民の生活と経済を支えることです。
私たち建設コンサルタントは、これらの社会基盤整備に関する、企画

立案、調査、計画、設計から施工管理、維持管理に至るまで、技術サービ
スを提供する技術者集団です。
私たちは、エンドユーザーである国民の生命と財産を守り、生活と経済

を支えるよりよい社会基盤整備に向け、事業者である国や地方自治体、
民間企業や海外政府の良きパートナーとして、高い専門性と技術力で応え
ています。

建設コンサルタントとは
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みなさまのご意見をお待ちしております。
当協会では、建設コンサルタントの活動等を社会に広報することを目的として、
広報誌『Civil	Engineering	Consultant』を年4回発行し、中央官庁や地方自
治体等の公共機関、教育機関ならびに協会会員会社に対して約15,000部を配
布しています。
より充実した広報誌の実現に向け、本誌に対するご意見をお待ちしております。

【お問い合わせ】
一般社団法人建設コンサルタンツ協会

『Civil Engineering Consultant』編集担当
MAIL：project@jcca.or.jpまでお寄せください。

地下と聞いて、どのようなものを思い浮かべま
すか？地下には、建物を支える基礎、歩行者

のための地下通路、生活を支えるインターネット
回線や下水道、さらには外郭放水路など、さまざま
なものが存在しています。本号では、建物がどのように支えられて
いるのか、なぜ地下に構造物が存在するのかなど、少しでも考え
るきっかけになればと思い特集を組みました。少し難しい内容か
もしれませんが、ぜひ地下の世界に目を向けていただければと思
います。（土橋）

下り線と言えば、鉄道や道路では一般的に東京など大都市か
ら郊外へ向かう方向ですが、都心の地下を縦横に走る地下

鉄ではどうなっているのでしょうか？実は東京の地下鉄は上り・
下りとは言わず、A線・B線とされ起点→終点の関係で区別され
ているとのことです。例外もあるようですが、その起点は開業当初
区間の建設が進んでいった方向に関係しているそうです。地下の
知られざる小話です。（松田）

世の中で「地下」という言葉には、どんなイメージがあるので
しょうか。言葉通り「地面の下」というイメージから、「暗く

て閉鎖的な空間」といったややネガティブなもの、さらには本誌で
取り上げたような「都市機能の一部である空間」や「インフラ空
間」、また文化的な視点から見ると「サブカルチャー」や「アンダー
グラウンド」といったものもあり、そのイメージは多岐にわたります。
「地下」というものは奥深い。（水端）

界は、「区切り」や「境（さかい）」を意味する文字とのこと。
地下と地上の境もその1つだと思います。社会人になって

仕事で地下に潜る機会が数多くありました。境を越えて地下に潜
ると未知へのワクワク感と同時に圧迫感からか恐れを感じること
もあり、それと同時に気温・湿度などが一定で外部の雑音からも
遮断されるからか、安心を感じることもありました。今後も研究
が進み地下の有効活用が未来の安全安心につながることを願い
ます。（佐治）
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